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合理的・科学的な癌化学療法の確立を目指して

藤　二二　弘＊

　抗癌剤による治療を開始される前に，患者さ

んは実際に治療を担当する医師から，期待でき

る「効果」と覚悟しなければならない「副作用」

について説明をうけることと思います。治療を

うけようとする患者さんにとっては，「効果」

はもちろん「副作用」がどんなものであるかが，

治療意志の決定に大きな影響を与えるのではな

いかと思います。

　現在使用されているほとんどの抗癌剤では，

例えば，体表面積（身長と体重により決まりま

す）1m2あたり100皿gというように，患者さん

の体の大きさに従って投与量が計算されます。

つまり，体の大きな患者さんでは小さい患者さ

んより多くの抗癌剤が投与されることになりま

す。ある程度は，このような体の大きさによる

投与量の調節のみで，抗癌剤の「副作用」を許

容範囲にとどめることが可能でした。しかし，

従来の投与量調節のみでは，残念ながら予測し

た以上に重篤な「副作用」が出現することも事

実です。

　突然ですが，身近にいる「お酒にとても強い

人」と「とても弱い人」の事を思い浮かべて下

さい。果たして，「とても強い人」は必ず体が

大きく，「とても弱い人」は必ず体が小さいで

しょうか？。決してそんなことはないと思いま

す。体の大きな人でも一滴もお酒が飲めない方

もいれば，小さい人でも大酒豪の方もいると思

います。なぜでしょうか？。これは血液の中に

入ってきた「お酒（アルコール）」を代謝する

能力に個人差があるからです。この能力の個人

差は，体の大きさ・飲酒の習慣によっても左右

されますが，いわゆる「遺伝的な体質」も深く

関係します。「遺伝的な体質」とは，わかりや

すく言えば，血液型がA型，B型，　AB型，0

型とあるように，アルコールを代謝する酵素に，

「代謝しやすい型」と「代謝しにくい型」があ

るのです。

　では，アルコールを抗癌剤に置き換えた場合

はどうでしょうか？。これまでは，先ほども述

べましたように，抗癌剤の投与量は体の大きさ

によってのみ調節されてきました。表現は適当

でないかもしれませんが，抗癌剤についても，

「体の大きい人＝抗癌剤に強い人＝副作用の少

ない人」という関係は，常にはあてはまるもの

ではありません。抗癌剤を代謝する酵素にも「代

謝しやすい型」と「代謝しにくい型」がありま

す。この「代謝しにくい型」の酵素をもつ「遺

伝的な体質」の患者さんに，体の大きさのみで

決められた量が投与されたらどうなるでしょ

う？。アルコールの場合は「急性アルコール中

毒」程度ですみますが（ただ，急性アルコール

中毒でも時に死に至ることもあります…），抗

癌剤の場合は予測しえない重篤な「副作用」を

生じることになります。

　私達，広島大学第二内科では，抗癌剤を投与

する前に，投与される抗癌剤の代謝酵素の「遺

伝的な型」を診断し，なんとかまず重篤な「副

作用」を回避する努力を続けてきました。これ
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からは，さらに進んで，患者さんの色々な「遺

伝的な体質」と癌細胞の特性を探り，ひとりひ

とりの患者さんに対して合理的・科学的背景を

持った癌化学療法の確立を目指していきたいと

考えております。もちろん，合理的・科学的な

治療を目指しても，一番大切なのはまず「人間

的」であることは決して忘れることはありませ

ん。

　最後に，（財）大阪癌研究会より平成8年度「一

般学術助成金」として，「臨床分子薬理遺伝学

による抗癌剤の効果・副作用予測システムの開

発」にご援助を頂きましたことに心よりお礼申

し上げます。
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